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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 建築物をスキャンすることによって得られる点群データは、遺産の保全、改修、建物の維持管理、

建設現場の進捗モニタリング、都市計画などの分野での活用が望まれるが、既存の建物から取得さ

れた点群には、多様なノイズや大量のオクルージョンが含まれているため、その利用はさらに複雑

になる。本論文では、既存の集合住宅を実例とし、家具や仕上げ材などのいろいろな不必要な情報

がある中で、スキャンした点群データを、スラブ、梁、壁、柱といった構造要素へ分割する効率的

な手法を開発した。 

 

第 1章では、研究の背景や目的を述べ、点群データの細分化や幾何学的な調整手法、点群データ

のノイズ除去方法、点群の分割法について概説し、第 2章では、点群データを取り扱うため、3Dピ

クセルであるボクセルについて、データ構造、幾何学的抽出方法やモデリング手法について整理し

ている。 

第 3章では、点群の分割とボクセル化、平面パッチの検出とその合成など、点群から平面への変

換手法を提案した。その過程で、オクルージョンやノイズの存在により切断されたパッチは除かれ

るため、構造要素のもととなる平面パッチが残される。つづく第 4章では、検出された平面パッチ

を対になるペアごとにグループ化して、スラブ、梁、壁、柱といった構造要素ごとに分類する方法

を提案している。 

第 5章では、高レベルのオクルージョンとノイズを含む既存の集合住宅をスキャンした点群デー

タの構造要素への分割の手順と結果について整理し、つづく第 6章では、構造要素への分割結果の

評価と考察を行った。スラブについてはほぼすべて分類することが可能であった。通常、分類が困

難である梁についても、深層学習を用いた分類方法を適用した場合において比較的高確率で分類す

ることが可能となった。 

第 7章では、研究を総括し、今後の展望についても言及している。 

 

 以上のように、本研究では、オクルージョンとノイズを含む点群データを、ボクセル化、平面パ

ッチの検出及び合成、および、その結果の検証を行った。また、深層学習を用いた改善方法も提示

しており、建築生産および構法計画の発展に大いに寄与している。本研究の成果は、今後の点群デ

ータの活用に大きな参考となったと考えられる。 

よって本論文は博士（工学）の学位論文として合格と認められる。 




